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５
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）

の
両
日
、
御
立
岬
海
水
浴
場
で
10

回
目
と
な
る
御
立
岬
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

が
芦
北
町
と
熊
本
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク

ラ
ス
に
10
チ
ー
ム
、
同
じ
く
フ

レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ス
に
62
チ
ー

ム
、
小
学
生
の
部
に
13
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
に
17
チ
ー
ム
、
女

子
の
部
に
10
チ
ー
ム
の
計

１
１
２
チ
ー
ム
、
約

１
１
０
０
人
が
参

加
し
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

地
球
環
境

ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
開
催
さ
れ

る
本
大
会
は
、
参

加
者
全
員
に
よ
る

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
か
ら
始

ま
り
、
会
場
の
一
角
で
は
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行

わ
れ
環
境
保
全
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
チ
ー
ム
が
寄
せ
た

地
球
環
境
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ス
テ
ー
ジ
に
掲

示
さ
れ
、
環
境
に
対
す
る

思
い
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
は
、

御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
１

年
間
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

各
試
合
と
も
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
１
点
を
争
う
好

ゲ
ー
ム
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や

応
援
団
か
ら
さ
か
ん
に
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
の

上
位
２
チ
ー
ム
は
９
月
に
同

会
場
で
行
わ
れ
ま
す
九
州
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

広報あしきた　２３　広報あしきた

端午の節句をキルトで　〜  赤
せき

 松
しょう

 館
かん

  〜

　５月２日から１６日まで国の登録有形文化
財、藤崎家住宅赤松館（せきしょうかん）米
蔵で端午の節句にまつわるキルト展が松の実
会・NPO 法人赤松館保存会の主催で開催さ
れました。
　展示されている作品は、矢旗を再生・再利
用して作られており、昭和初期のこいのぼり
や矢旗も展示されていました。
　期間中は、町内はもとより県内からも多く
の方が訪れました。

地球環境スポーツ

御 立 岬 ビ ー チ サ ッ カ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 2009
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Ｓ
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Ｃ
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Ｆ
Ｃ
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Ｓ
Ｃ
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５

２
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Ａ
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Ａ
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４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
の
㈳

読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
主
催
す
る

「
２
０
０
９
・
第
51
回
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
期
間
中
の
５
月
８
日
に
町
内
小

中
学
校
の
図
書
購
入
費
に
充
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
前
田
將
さ
ん
（
米
田
）
か

ら
芦
北
町
に
金
一
封
の
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
内
野

小
学
校
を
は
じ
め
各
小
中
学
校
へ
寄
附

を
さ
れ
て
お
り
、「
学
習
の
基
本
は
本

を
読
む
こ
と
が
大
事
で
す
。
小
中
学
生

が
本
を
読
む
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
各
学
校
に
本
を
そ
ろ
え
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

善
意
の
寄
附
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

↑寄附を手渡す前田さん（写真：左）
　と竹﨑町長

内野小学校に平成７年に設置されて
いる前田文庫　　　　　　　　　→

チャンピオンクラス・フレンドリークラス

小学生・中学生・女子

　

５
月
12
日
（
火
）、
芦
北
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
45
周
年
記
念
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
会
で
は
、

森
田
会
長
か
ら
竹
﨑
町
長
へ
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
玄
関
前
に
30
年
振
り
の

時
計
塔
建
て
替
え
や
芦
北
町
地
域
間

交
流
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
ベ

ン
チ
４
台
、
バ
ッ
ト
ケ
ー
ス
２
基
の

記
念
品
の
目
録
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争

奪
少
年
野
球
大
会
を
通
じ
て
青
少
年

育
成
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
、ま
た
、

熊
本
県
在
熊
外
国
人
留
学
生
奨
学
会

や
献
血
運
動
協
力
会
な
ど
へ
の
奉
仕

活
動
も
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

社教センターに設置された時計塔
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今年も出来のいい焼酎を

　５月２６日（火）、大
お お や ま つ み の か み

山津見神が鎮座する
大関山（902m）の大関神社において平成
２１年産「芦北特製高級自酒」初荷式が町や
町議会、原料生産者など関係者約４０人が出
席して行われました。
　今年もとても香りが良く淡麗で、キレの
ある焼酎の出来栄えとなっており、「葦分」、

「夢あしきた」合わせて 720ml 瓶で換算して
４万本が販売されます。

非行防止活動に表彰

　５月１３日（水）、熊本市内で開催された、
平成２１年度熊本県少年警察ボランティア連
絡協議会総会で、少年の非行防止及び健全育
成活動に功労が認められ、芦北地区少年警察
ボランティア連絡協議会に団体表彰と野田千
代子さんが個人表彰を受けられました。
　浦川末廣会長は、「団体・個人共に受賞で
き大変光栄です。今後も地域の子ども達が健
全に育つよう見守っていきたいと思います。」
と話されました。

クールビル作戦

　地球温暖化対策の一環として、役場庁舎玄
関から南側をつる性植物で被う「クールビル
作戦」を実施中です。
　クールビル作戦とは、暑さの厳しい夏場、
庁舎壁面付近につる性の植物を利用した緑の
カーテンを設置し、庁舎の温度上昇を抑制し
ようというプロジェクトです。室内の温度抑
制に効果があります。
　植え付けた苗は、ヘチマ・ゴーヤ・きゅう
りなどです。

宮本ヨシモさん満 100 歳

　５月８日（金）、宮崎の宮本ヨシモさんが
めでたく満１００歳を迎えられました。お祝
いに訪れた竹﨑町長が長寿の慶祝金を贈り、
お祝いの言葉をかけると、「ありがとうござ
います」とお礼の言葉を述べられました。
　宮本さんは、日頃は、きずなの里のデイサー
ビスを利用されています。また、食事は好き
嫌い無く、自分で食べられます。
　いつまでも元気にお暮らしになることをお
祈りします。

　

私
の
任
地
は
ガ
ー
ナ
北
部
の
Wa

（
ワ
）
と
い
う
、
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス

ト
州（
ガ
ー
ナ
は
全
部
で
10
州
あ
り
、

北
部
３
州
は
貧
困
地
域
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
州
は
そ
の
中
で
最
貧
困

地
域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。）
の
州

都
で
、
首
都
ア
ク
ラ
よ
り
北
西
へ
約

７
４
０
km
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

赴
任
地
に
行
く
前
に
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ

イ
先
の
家
族
は
７
人
構
成
で
イ
ス
ラ

ム
教
徒
で
す
。
生
活
は
、朝
が
早
く
、

午
前
５
時
半
頃
よ
り
一
日
が
始
ま
り

ま
し
た
。
一
家
の
家
事
は
長
女
が
ほ

ぼ
全
て
行
い
、
そ
の
手
伝
い
を
次
女

が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
父
親
は
仕
事

に
行
き
、
息
子
達
は
皆
学
校
へ
行
っ

て
い
ま
し
た
。
語
学
講
師
か
ら
聞
い

た
の
で
す
が
、
ガ
ー
ナ
の
南
部
は
女

性
社
会
で
北
部
は
男
性
社
会
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
文
化
へ
の
第
一
歩
は
食

事
を
右
手
で
頂
く
こ
と
で
し
た
。
食

事
は
、
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
す
り

潰
し
、
粉
に
し
た
も
の
を
水
と
合
わ

せ
て
練
っ
た
も
の
で
、
食
感
は
違
い

ま
す
が
、
見
た
目
は
餅
の
よ
う
な
も

の
が
主
食
と
し
て
で
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
辛
め
の
ソ
ー
ス
と
い
う
か

ス
ー
プ
と
い
う
か
、
味
は
全
く
違
い

ま
す
が
、
パ
ス
タ
ソ
ー

ス
の
よ
う
な
も
の
を
か

け
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ガ
ー
ナ
の
料
理
は
多
少

辛
め
で
、
そ
れ
を
練
り

物
に
混
ぜ
て
手
で
食
べ

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が

多
い
よ
う
で
し
た
。
ほ

ぼ
毎
日
同
じ
ソ
ー
ス

（
ス
ー
プ
？
）
で
、
日
本

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
食
事
は
素
晴
ら
し
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

ス
テ
イ
中
一
番
辛
か
っ
た
の
が
、

ト
イ
レ
と
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
（
水
浴

び
場
？
）
が
外
の
離
れ
た
所
に
あ
っ

た
こ
と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に

は
水
道
が
な
く
、
ポ
ン
プ
で
井
戸
か

ら
水
を
汲
み
上
げ
、
そ
れ
を
バ
ケ
ツ

に
入
れ
、
そ
の
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
で
体
を

洗
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ

レ
が
汲
取
式
便
所
で
、
そ

こ
か
ら
蚊
が
発
生
し
、
そ

の
蚊
が
ト
イ
レ
の
壁
一
面

に
大
量
に
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
目
に
し
た
だ
け
で
鳥

肌
が
立
つ
ぐ
ら
い
、
蚊
が

密
集
し
て
い
る
状
況
で
し

た
。
こ
れ
で
は
蚊
に
刺
さ

れ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
な

と
も
思
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は

ガ
ー
ナ
北
部
の
文
化
、
習

慣
、
現
地
人
の
人
柄
、
現

状
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
２
年

間
の
活
動
生
活
に
お
い
て
、
と
て
も

た
め
に
な
る
体
験
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
出

会
い
を
大
切
に
、
ス
テ
イ
先
や
語
学

講
師
と
の
連
絡
も
密
に
と
り
、
良
い

関
係
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
員

　　　　　　　　　写真右端が宮本隊員

平成 21 年度町民体育祭　男女グラウンドゴルフ大会結果

◆開催日　５月 27 日（水）　◆場所　地域間交流スポーツグラウンド
【男子】　優勝　湯浦体協　２位　佐敷体協　　　【女子】　優勝　佐敷体協　２位　田浦体協

　　　　３位　大東体協　４位　田浦体協　　　　　　　３位　湯浦体協　４位　大東体協
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避難場所 避難対象行政区
田浦小学校（体育館）

田浦 1 ～ 4
田浦中学校（体育館及び武道館）
町立田浦保育所

田浦町 1 ～ 4
町地区公民館
芦北町農村環境改善センター 田浦町 1 ～ 4、横居木
宮浦地区ふれあいセンター 小田浦 1 ～ 4
小田浦地区生涯学習センター 小田浦 1 ～ 7
小田浦福祉センター 小田浦 5 ～ 7
芦北幼稚園

海浦 1・2
海浦地区公民館
波多島農事研修館 波多島
上田浦地区社会教育センター 波多島、井牟田 1・2
下井牟田地区ふれあいセンター 井牟田 1
上井牟田地区ふれあいセンター 井牟田 2
横居木公民館 横居木
計石小学校 鶴木山、計石西、計石東
佐敷小学校（体育館） 白岩、道川内西、道川内東、乙千屋、花岡北、伏木氏
社会教育センター

芦北、花岡西、向町、本町、上町
芦北町民総合センター ( しろやまスカイドーム )
佐敷中学校（体育館） 花岡東、田川、新町、諏訪、宮浦、八幡、桑原
伏木氏分校 伏木氏
大尼田地区生涯学習センター（体育館） 松生、大尼田、立川
告地区生涯学習センター 西告、東告
漆川内公民館 西告
白木地区生涯学習センター（体育館） 白木、塩浸
大野公民館 西告、東告、天月、白石、箙瀬
大野地区構造改善センター

国見、大野、市野瀬
大野小学校（体育館）

吉尾小学校（体育館） 箙瀬、市居原、吉尾、海路、内木場、高田辺、大岩一・二、岩屋川内、
黒岩、永谷、上原

東部保健福祉センター 市居原、吉尾
海路小学校 海路、内木場、高田辺
大岩地区生涯学習センター 大岩一・二、岩屋川内、黒岩、永谷、上原
芦北福祉センター

平生、湯北、湯東、湯南、湯南団地、宮崎芦北町多目的研修センター
きずなの里
湯浦小学校（体育館）

女島西、沖、福浦、平生、湯北、湯東、湯南、湯南団地、宮崎
湯浦中学校（体育館）
女島地区生涯学習センター体育館

女島西、沖、福浦
釜公民館
内野小学校（体育館） 豊岡、大川内西、大川内東、大川内南、高岡北
丸米地区生涯学習センター（体育館） 丸山、米田
古石地区生涯学習センター（みどりの里） 高岡南、古石北、古石南

自
然
災
害
に
備
え
て

避 難 施 設 一 覧

※津波の恐れがある場合は、近隣の山に一時的に避難しましょう。
※事前に避難路を確認しましょう。
※避難する際は、近隣の老人世帯に声をかけて避難しましょう。
※避難する際は、区長に避難状況を報告してください。
※避難施設ごとの地区名は目安です。災害の状況に応じて他の避難施設も利用できます。

《６月は土砂災害防止月間です》
　

地
震
、
豪
雨
、
津
波
・
高
潮
な
ど
の
自
然
災
害
は
い
つ
や
っ

て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

土
砂
災
害
等
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で

す
。
危
険
な
箇
所
を
点
検
し
、
防
災
情
報
を
収
集
す
る
な
ど

「
日
頃
の
備
え
」
を
万
全
に
し
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
「
早
め

の
避
難
」
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

　

ま
た
、
全
世
帯
に
「
芦
北
町
防
災
マ
ッ
プ
」
を
配
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

津波・高潮災害を防ぐために

土砂災害を防ぐために

斜面崩壊（がけ崩れ）
●斜面からの水が濁る。
●地下水や湧き水が止まる。
●斜面のひび割れ、変形がある。
●小石が落ちてくる。

土石流
●山鳴りがする。
●川が濁ったり、流木が流れる。
●雨が降り続いたのに、
　川の水位が下がる。

地すべり
●地面にひび割れやズレができる。
●井戸や沢の水が濁る。
●斜面から水が噴き出す。

こんな前ぶれに要注意
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町の財政事情をお知らせします　〜平成 20 年度下半期財政公表〜

　財政公表は、みなさまに納めていただいた町税や手数料等の使い道について、毎年６月と１２月の年２回お知
らせするものです。今回は、平成２０年度下半期（平成２０年１０月１日～平成２１年３月３１日）における補
正予算の概要と予算の執行状況、基金・財産、町債の状況について、「芦北町財政事情の公表に関する条例」に
基づき公表します。

１．一般会計歳入歳出予算の執行状況　（平成 21 年 3 月 31 日現在）

　一般会計とは、町の経営に必要となる基本的な経費を計上した会計のことです。平成２０年度の当初
予算は９５億８００万円です。下半期に４回の補正を行い、９億２５１６万円補正し、最終的な予算額
は１０９億４６２９万円となりました。通年ベースでは、合計８回の補正を行い、補正予算の総額は、
１４億３８２９万円（前年度比４２％増）となりました。現年度分と前年度からの繰越額を合わせた予算現額
と執行状況は下表のとおりです。

２. 特別会計歳入歳出予算の執行状況　（平成 21 年 3 月 31 日現在）

　町が国民健康保険事業や簡易水道事業など特定の事業をするとき、それぞれの事業収入をそれぞれの事業歳
出に充て、一般会計と区別して経理することを特別会計と呼んでいます。当初予算額は６２億２９１０万円で
す。下半期では国民健康保険事業会計、介護保険事業会計、町有温泉事業会計で２回、老人保健事業会計、農
業集落排水事業会計、生活排水事業会計、後期高齢者医療事業会計で１回の補正を行い、８１７５万円を補正
しました。通年ベースの総額で２億９７９２万の補正を行いました。

３．公営企業会計の執行状況　（平成 21 年 3 月 31 日現在）

　水道会計の当初予算は、１億７９６８万円で前年度比２５．３％減となっています。
　平成２０年度の事業量　給水個数：3,569 戸　年間総給水量：1,134,128㎥　一日平均給水量：3,107㎥

科　目
収　　　入 支　　　出

予算額 収入済額 執行率 予算額 支出済額 執行率
収益的 1 億 6852 万円 1 億 6656 万円 99％ 1 億 3674 万円 1 億 2324 万円 90％
資本的 711 万円 636 万円 90％ 5299 万円 4548 万円 86％

４．基金・財産の状況
（１）基金の状況

　基金は、家計の預金に相当します。基金にも種類があり「財政調整基金」のように、一時的な資金不足を
調整したり、災害や緊急の財政需要に対応したりするもの、「町有施設整備基金」のように、将来計画して
いる事業資金を積み立てるために設けているものなどがあります。

基金の現在高（平成 20 年度末予定額）　３４億８４５６万円

区  　　 分 平成 20 年度末 平成 19 年度末
建　物 15.1ha 14.9ha
土地及び山林 992.6ha 991.7ha
証券その他の権利 323,205 千円 322,105 千円

５．町債及び一時借入金の状況
（１）町債の状況

　町債とは、町の借金のことです。道路、学校、住宅の建設等世代間の負担を均等化する役割もあります。
平成２０年度の起債元利償還金は１６億１７１万円（繰上償還分除く）ですが、そのうち１１億３１４万円
が地方交付税に算入され、事実上、国が６９％負担しています。

町債の現在高（平成 20 年度末予定額）１３７億６９７１万円

土木債
農業集落
排水事業

債
農林水産

業債 教育債 公営住宅
債 消防債 商工債 災害復旧

事業債 民生債 減税補て
ん債

臨時財政
対策債 その他

■ H20 年度末 269,554 160,058 178,386 124,609 83,633 66,350 24,311 31,225 23,061 75,725 278,171 61,888 
□ H19 年度末 285,745 188,494 171,153 116,885 84,638 66,662 36,516 31,633 23,822 85,688 259,105 69,449 

（２）一時借入金の状況
　一時借入金は、資金繰りのための短期の借入金です。本年度の借り入れはありません。

財政調整基金
町有施設整備

基金
社会福祉振興

基金
国保事業財政

調整基金
土地開発基金

九州新幹線渇水等
被害対策基金

その他基金

■ H20 年度末 140,415 53,316 34,150 40,373 24,006 18,504 37,692 
□ H19 年度末 140,312 58,234 39,146 40,267 24,006 19,135 32,489 

（２）財産の状況

  150,000

  120,000

　90,000

　60,000

　30,000

単位：万円

単位：万円
  300,000

  250,000

  200,000

  150,000

  100,000

　50,000

科　目 予算現額
A

収入済額
B

収納率
B / A ×100

町税 157,966 160,788 102％ 
地方譲与税 15,220 10,386 68％ 
地方消費税交付金等 25,446 23,789 93％ 
地方交付税 437,685 461,059 105％ 
分担金及び負担金 15,639 13,247 85％ 
使用料及び手数料 22,669 19,083 84％ 
国庫支出金 150,445 76,539 51％ 
県支出金 104,960 58,861 56％ 
繰入金 43,162 0 0 ％
繰越金 39,673 39,673 100 ％
諸収入・財産収入等 15,824 11,059 70 ％
町債 122,160 11,630 10％ 

合　計 1,150,849 886,114 77％ 

科　目 予算現額
A

支出済額
B

執行率
B / A ×100

議会費 12,924 12,538 97％ 
総務費 159,151 102,983 65％ 
民生費 235,901 186,140 79％ 
衛生費 123,987 74,891 60％ 
農林水産業費 151,065 88,691 59％ 
商工費 26,116 18,424 71％ 
土木費 117,059 69,754 60％ 
消防費 36,213 32,518 90％ 
教育費 126,595 83,995 66％ 
災害復旧費 16,634 8,489 51％ 
公債費 145,016 144,119 99％ 
予備費 188 0 0％ 

合　計 1,150,849 822,542 71％ 

【歳入】 【歳出】単位：万円 単位：万円

22,369 万円（85％）

国民健康保険事業（事業勘定）
323,794 万円 

老人保健事業
37,293 万円 

国民健康保険事業（直診勘定）
5,480 万円 

介護保険事業
186,500 万円
簡易水道事業
9,910 万円

農業集落排水事業
43,255 万円
生活排水処理事業
7,385 万円

町有温泉事業
10,094 万円
奨学資金貸付事業
2,620 万円
後期高齢者医療事業
26,371 万円 20,209 万円（77％）

253,878 万円（78％）

3,517 万円（64％）

34,035 万円（91％）

159,079 万円（85％）

8,337 万円（84％）

5,650 万円（13％）

2,878 万円（39％）

4,796 万円（48％）

3,179 万円（121％）

296,795 万円（92％）

4,786 万円（87％）

31,593 万円（85％）

160,175 万円（86％）

7,995 万円（81％）

41,468 万円（96％）

7,056 万円（96％）

9,386 万円（93％）

1,198 万円（46％）

【収入済額】 【支出済額】【予算現額】



11　広報あしきた 広報あしきた　10

歯周病が歯の喪失の大きな原因であることはよく知られていますが、今回は特に、
生活習慣病（心臓病、脳卒中、糖尿病など）との関係について解説します。

　歯周病菌はからだの様々な病気に影響していることが分かってきています。歯周病
が悪化すると、歯周病菌が血液の中へ流れ込み、心臓の内膜に付着し、「心内膜炎」と
いう心臓病を引きおこすことがあります。この病気は時には生命に関わる大変危険な
病気です。その他、歯周病菌が動脈硬化を起こしている血管に付着すると、血管を狭
める作用を促進すると考えられています。動脈硬化の進行が、心臓病や脳卒中などの
リスクを高めます。また、歯周病菌は、血糖のコントロールに重要なインスリンとい
うホルモンの働きを妨げ、高血糖になるなど糖尿病の状態を悪化させたり、炎症が続くと正常細
胞に異常をきたし、発がんに結びつくという説もあります。
　からだの健康を保ち、おいしく食べるために「歯」は欠かせないものです。歯を失わないため

に、また、からだの健康のために、歯周病対策は欠かせません。食後の歯みが
きに加え、定期歯科健診で自分では取り除けない歯垢や歯石を除去してもらい
ましょう。歯と歯茎が健康であれば、よく噛んで食事をする事ができ、だ液の
分泌も促され、胃や腸での消化吸収もよくなります。さらに、だ液で口の中が
浄化され歯周病予防へつながります。
　芦北町では、町内歯科医院にて芦北町に住所がある２０歳以上の方を対象に

「歯周病検診」（有料：９００円）を行っています。是非、ご利用下さい。詳し
くは保健センターへお尋ね下さい。

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

生活習慣病予防は歯周病対策から

＝芦北町行政改革の計画概要＝

芦北町行政改革の平成 21 年度実施計画をお知らせします

継続実施 実施予定 検　討 計

　１０件 １２件 １件 ２３件

■平成２１年度改革事項件数

「平成２１年度芦北町行政改革実施計画書」は、町ホームページ「行政改革」のコーナーに掲載しています。

※お問い合わせ　企画財政課政策推進室行政改革推進係　☎ 82-2511（内 253）

　◆町民視点の改革　（実施計画件数　２件）　　　　　　　　　　　担当課　　　　　実施目標年度

●地区（住民）座談会の開催方法の見直し　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　《H21 年度》
●行政評価システムの運用と活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画財政課）　　《H20 年度から継続》

　◆職員の意識改革　（実施計画件数　２件）　　　　　　　　　　　　　　　
●人事評価の評価精度の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　《H20 年度から継続》
●職員提案制度の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　《H21 年度》

　◆財政の改革　（実施計画件数　３件）　　
●行政評価と連動した枠予算編成の実施　　　　　　　　　　　　　　　（企画財政課）　　《H21 年度》
●町有財産の有効活用及び財産台帳のデータベース化　　　　　　　　　（総務課）　　　　《H18 年度から継続》
●財政調整基金安定確保のための基金積立額の調整　　　　　　　　　　（企画財政課）　　《H17 年度から継続》

　◆事務事業の改革　（実施計画件数　１２件）　　　　　　　　　　　　　　　　
●庁内ネットワークを活用した職員のスケジュール管理　　　　　　　　（総務課）　　　　《H21 年度》
●広域連携事業の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　《H21 年度》
●組織体制に見合った職務権限の見直し　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　《H21 年度》
●行政評価の結果を活用した補助金・負担金の見直し　　　　　　　　　（関係各課）　　　《H20 年度から継続》
●起債の抑制と繰上償還の検討による町債の適正管理　　　　　　　　　（企画財政課）　　《H17 年度から継続》
●組織等の見直しと人事ヒアリングによる定員管理の適正化　　　　　　（総務課）　　　　《H17 年度から継続》
●清掃センタ－収集・運搬業務の全面民間委託　　　　　　　　　　　　（住民生活課）　　《H21 年度》
●老人ホームの運営方針の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉課）　　　　《H21 年度》
●公立保育所の運営方針の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉課）　　　　《H21 年度》
●農業集落排水事業の新汚泥処理システムと不明水対策の実施・検証　　（上下水道課）　　《H17 年度から継続》
●生活排水処理事業の使用料金改定と浄化槽維持管理方法の見直し　　　（上下水道課）　　《H17 年度から継続》
●上水道事業の運転管理業務の一部及び夜間警報業務の全面委託検討　　（上下水道課）　　《H18 年度から継続》

　◆組織体制の改革　（実施計画件数　４件）　　　　　　　　　　　　　　　　　
●田浦・佐敷給食センターの統合検討　　　　　　　　　　　　　　　　（教育課）　　　　《H22 年度》
●清掃センター業務統合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民生活課）　　《H21 年度》
●庁内組織再編の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　《H21 年度》
●組織体制に見合った役職の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　《H21 年度》

　芦北町では、平成１８年３月３１日公表の芦北町行政改革大綱（芦北町集中改革プラン）に
基づき、行政改革に取り組んでいます。
　この計画は、平成１７年度から平成２１年度までの５年間を実施期間として、「町民視点の
改革」「財政の改革」「事務事業の改革」「組織体制の改革」「職員の意識改革」を改革の柱と位
置付け、具体的に取り組みを示したものです。

■平成２１年度改革事項
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！

　
   昨年秋〜 12 月ころ

名簿の作成・候補者への通
知・調査票の送付

   裁判の６週間前まで

選任手続期日のお知らせ
（呼出状）・質問票の送付

   裁判の当日

選任手続期日



田浦子育て支援センター　７月の行事
　７日（火）絵本の読み聞かせ
　９日（木）プール遊び
１４日（火）しゃぼん玉遊び
１５日（水）園外へでかけよう（海浜公園）
１６日（木）すいかわり
２２日（水）クッキング（おにぎりをつくろう）
２８日（火）身体測定・誕生会
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

13　広報あしきた

町県民税　　　１期　

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

６月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　　６月３０日（火）
●口座振替日　　６月２５日（木）

広報あしきた　12

お
知
ら
せ

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

▼
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

▼
受
付
期
間　

６
月
23
日
㈫
〜
６
月
30
日
㈫

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
６
日
㈰

※
お
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　

７
月
開
催
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

【
海
の
子
教
室
】

▼
期
日　

７
月
19
日
㈰

▼
時
間　

９
時
～
16
時

▼
場
所　

芦
北
町
・
水
俣
市

▼
募
集
人
員　

28
人

▼
申
込
期
限　

７
月
10
日
㈮

▼
参
加
料　

大
人  

二
千
円
、
子
ど
も  
千
円

【
夏
休
み
自
由
研
究
相
談
会
】

▼
期
日　

７
月
26
日
㈰

▼
時
間　

①
10
時
〜　

②
13
時
30
分
〜

▼
募
集
人
員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

▼
対
象　

親
子
、
子
ど
も

▼
申
込
期
限　

７
月
25
日
㈯

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

　

球
磨
養
護
学
校

　
　
　
「
学
習
体
験
・
見
学
会
」

　

児
童
生
徒
の
学
習
活
動
の
参
観
や
学
習
体

験
を
し
て
い
た
だ
き
、
発
達
面
で
課
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
適
切

な
就
学
の
た
め
に
「
学
習
体
験
・
見
学
会
」

を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
日　

６
月
、
９
月
、
10
月

▼
場
所　

熊
本
県
立
球
磨
養
護
学
校

▼
内
容　

施
設
・
設
備
の
見
学
、
学
習
見
学
、

学
習
体
験
、
教
育
相
談

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
立
球
磨
養
護
学
校

　

☎
０
９
６
６
（
４
２
）
３
７
９
２

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

　
　
　

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
基
金
は
、
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
て
い
る
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

な
ら
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
加
入
で
き
ま

す
。（
農
業
年
金
加
入
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。）

　

加
入
は
、
希
望
す
る
時
か
ら
い
つ
で
も
加

入
で
き
、
掛
金
は
、
性
別
、
加
入
す
る
時
の

年
齢
、
加
入
す
る
型
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

加
入
年
齢
が
低
い
ほ
ど
少
な
い
掛
金
で
大
き

な
年
金
が
約
束
さ
れ
ま
す
。
掛
金
の
支
払
い

は
60
歳
ま
で
、
年
金
の
受
け
取
り
は
65
歳
か

ら
。（
Ⅲ
型
・
Ⅳ
型
・
Ⅴ
型
は
60
歳
か
ら
）

　

掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
も
公
的
年
金
等

控
除
が
適
用
さ
れ
、
所
得
税
、
住
民
税
等
な

ど
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
職
務
を
広
く
網
羅
し

た
公
的
資
格
試
験
で
す
。
企
業
実
務
に
即
し

た
専
門
的
知
識
・
能
力
を
客
観
的
に
評
価
し

ま
す
。

▼
受
付
期
間　

７
月
21
日
㈫
～
８
月
25
日
㈫

▼
試
験
日　

10
月
４
日
㈰

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱

造
設
者
）の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、ス
ト
ー

マ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
演
お
よ
び
医
療
相
談

会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
期
日　

６
月
20
日
㈯

▼
時
間　

13
時
～
15
時
30
分

▼
場
所　

熊
本
労
災
病
院

※
お
問
い
合
わ
せ

　

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
０
１
２

　
「
食
育
子
ど
も
特
派
員
」
募
集　
　

　

食
に
関
す
る
身
近
な
体
験
談
や
感
想
を

送
っ
て
い
た
だ
く
小
中
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
申
込
書
（
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
町
村

に
あ
り
）
ま
た
は
葉
書
に
、
住
所
・
氏
名
・

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
、
や
り
た
い
こ

と
等
を
書
い
て
申
し
込
み
ま
す
。（
募
集
人

員
100
人
、
小
学
３
年
生
以
上
）

▼
募
集
期
限　

６
月
30
日
㈫

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課　
　

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
８
９

　

熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務

　
　

研
修
受
講
試
験

▼
試
験
期
日　

10
月
25
日
㈰

▼
試
験
会
場　

熊
本
学
園
大
学
、
熊
本
大
学

▼
受
験
資
格　

原
則
と
し
て
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年
（
一
部
10
年
）
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
（
詳
細
は
「
試

験
案
内
」
に
記
載
）

▼
受
付
期
間　

７
月
６
日
㈪
～
７
月
17
日
㈮

▼
試
験
案
内　

各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
、
熊
本
県
高
齢
者
支
援
総
室
な
ど

※
郵
送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
６
（
３
２
２
）
８
０
７
７

　

放
送
大
学

　
　
　

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
限　

８
月
31
日
㈪

※
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

　

就
業
支
援
相
談
と
労
働
相
談
の

　

お
知
ら
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕
事
の
探
し
方
や
仕
事

を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
相
談
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
金
、
解
雇
等
の
労
働
条
件
に
関

す
る
こ
と
や
、
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
労

使
双
方
か
ら
の
様
々
な
労
働
相
談
に
つ
い
て

中
立
の
立
場
か
ら
専
門
の
相
談
員
（
社
会
保

険
労
務
士
）
が
助
言
を
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　

就
業
支
援
相
談　

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
２
２
２
４

　

労
働
相
談

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

　　　職員の不祥事のお詫びと今後の対策について

　平素より町政運営に対しまして、格別のご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　このたび、芦北町有温泉施設において歳計現金である温泉入浴料等の収納事務に関して、担当し
ていた職員が公金を着服するという、決してあってはならない不正が発覚いたしました。
　このような不祥事を起こし、町民の皆様をはじめ、関係する方々に多大なるご迷惑おかけしまし
たことを、心よりお詫び申し上げますとともに、町政に対する信頼を著しく失墜させる事態となり
ましたことを深く反省しております。
　この職員につきましては、芦北町職員懲戒及び分限審議会の結果報告に基づき、６月４日付けで
懲戒処分では最も厳しい免職処分といたしました。また、その職員の監督責任者であった元上司等、
関係職員につきましても同日付で処分を行いました。私も組織の責任者として、又任命権者として
その責任の重さに鑑み、来る６月定例会に自らを処分すべく報酬の減額を提案することとしていま
す。
　なお、着服金につきましては、５月２８日に全額返済されております。
　今後、再発防止に向け、全職員に対し公務員としての倫理観を更に強く持ち、服務規律の遵守と
綱紀粛正を周知徹底するとともに、特に、公金の取り扱いについては、現金や調書等のチエック体
制の強化を図ってまいります。
　ここに町民の皆様にご迷惑をおかけしましたことに、重ねてお詫び申し上げ、二度とこのような
不祥事を起こすことのないよう、町政の信頼回復に努めてまいりますので、どうぞご理解を賜りた
いと存じます。　

町民の皆様へ

芦北町長　竹﨑一成
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芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０

主
亡
き
エ
ビ
ネ
の
花
の
咲
き
に
け
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
森
嘉
市

花
の
雨
仏
舎
利
塔
は
お
ぼ
ろ
に
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
峰
子

母
の
日
の
遺
影
に
白
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

茂

Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
な
つ
か
し
初
夏
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野
道
子

連
休
も
か
か
わ
り
の
な
い
小
商
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
あ
き
え

【
役
場
短
歌
会
】

陳
情
を
永
い
年
月
重
ね
来
て
完
成
見
た
り
芦
北
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
﨑
一
成

先
人
が
伝
え
て
来
た
る
郷
の
芸
山
に
こ
だ
ま
す
棒
踊
り
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
正
博

田
植
前
苗
床
づ
く
り
種
ま
き
と
土
曜
日
曜
専
業
農
家　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
山
勝
廣

夕
陽
み
る
職
場
の
集
い
打
ち
解
け
て
沈
む
今
日
の
陽
明
日
へ
と
向
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田
光
洋

裏
山
の
鶯
囀
り
上
手
く
な
り
顔
洗
う
手
を
止
め
て
聞
き
入
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迫
本
文
雄

【
田
の
浦
荘
短
歌
会
】

電
動
車
で
送
迎
バ
ス
を
待
つ
わ
れ
は
木
か
げ
の
風
の
や
さ
し
さ
に
会
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
武
次
郎

面
会
の
娘
と
歌
う
早
春
賦
次
に
会
う
日
の
約
束
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
山
イ
サ
オ

左
手
で
文
字
書
く
こ
と
も
よ
う
や
く
馴
れ
て
思
い
出
し
た
る
花
の
名
を
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
タ
エ

青
い
空
緑
の
畑
オ
レ
ン
ジ
列
車
山
に
と
ん
び
が
一
羽
飛
ん
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
田
オ
コ
ト

送
迎
の
車
で
め
ぐ
る
あ
ち
こ
ち
の
田
浦
の
町
夢
の
よ
う
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚
キ
リ
エ

俳

柳

短

歌

人 口　　　２０，５０９人　　（ー５）　
男 　　　　９，５７９人　　（＋１）
女 　　　１０，９３０人　　（ー６）

65 歳以上　　　　７，１３０人　　（＋２）
高齢者率　　　　　３４．８％　　（＋０. １）
世 帯 数　　　７，６４１世帯　　（＋３）

人口のうごき（H21.5.1 現在）　　　　　　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H21.5.1 〜 5.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

　氏　　名　     出生日　 性別　  保護者　　  行政区

永里　莉
り こ

来　　４．２７　  女　　壽　朗　　女島西

橋本　朔
さ く や

弥　　４．２９　  男　　真　悟　　小田浦２

溝下　未
み ら い

来　　５．  ４　  男　　和　政　　小田浦３

寺川　心
み ら い

徠　　５．  ７　  女　　哲　也　　宮崎

古川　陽
は る と

斗　　５．１０　  男　　恭　平　　小田浦２

竹本ののか　　５．１９　  女　　大　悟　　田浦１

遠坂　愛
あ い か

華　　５．２１　  女　　直　人　　田浦２

岩田　大
や ま と

和　　５．２２　  男　　省　悟　　田浦町１

松下　莉
り お

穂　　５．２４　  女　　祐　樹　　西告

森　　悠
ゆ う と

翔　　５．２５　  男　　辰　徳　　花岡西

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H21.5.1 〜 5.31　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　　 年齢　　  行政区　

　５．  ２　　　  寺川　一義　　　８７　　女島西

　５．  ３　　　  川口　ツヤオ　　９７　　田川

　５．  ７　　　  田端　重喜　　　８３　　米田

　５．  ９　　　  生島　ミツエ　　９５　　計石西

　５．１０　　　  宇戸　保喜　　　８４　　花岡

　５．１１　　　  清水　隆　　　　８０　　豊岡

　５．１２　　　  石川　榮　　　　９２　　計石東

　５．１３　　　  嶋中　照代　　　７２　　田浦町１

　５．１９　　　  向松　ツモリ　　９６　　小田浦４

　５．２１　　　  西　　久雄　　　９５　　新町

　５．２３　　　  白石　粲　　　　９０　　上町

　５．２４　　　  永松　アキエ　　９２　　大尼田

　５．２５　　　  鶴野　ハルノ　　８８　　大尼田

　５．２７　　　  釡　　榮彦　　　９１　　湯浦東

　５．２９　　　  小谷　スエオ　　９４　　永谷

　５．３０　　　  井川　スエモ　　８７　　豊岡

　５．３１　　　  山﨑　アイ子　　７５　　新町

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

オウム真理教手配被疑者の検挙にご協力を！

通 報 は あ わ て ず 正 確 に ！

（特徴・罪名）
183㎝位  ホクロ（左首筋）
ヒゲが濃い
逮捕監禁致死
爆発物取締罰則違反

（特徴・罪名）
173㎝位 　まゆ毛が濃い
近視（メガネ使用あり）
殺人・同未遂
逮捕監禁致死

（特徴・罪名）
159㎝位
ホクロ（右こめかみ、  右目
下）　　　
殺人・同未遂

　オウム真理教（現在名「Ａｌｅｐｈ（アレフ）」）が、麻原彰晃こと松本智津夫
の指示の下に敢行した地下鉄サリン事件から本年で１４年が経過します。
　しかし、被疑者は依然として逃走中であり、全国の警察では３人の行方を総力
を挙げて捜査中です。

平
ひ ら た

田　信
まこと

　（44 歳） 高
たかはし

橋克
か つ や

也　（51 歳） 菊
き く ち

池直
な お こ

子　（37 歳）

★
「
似
て
い
る
？
」
と
思
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　

迷
わ
ず
１
１
０
番
を
！

★
オ
ウ
ム
手
配
犯
の
ポ
ス
タ
ー
に
関
心
を
！

★
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
！

　水俣芦北消防本部管内での１１９通報は救急要請の増加により年々増加傾向にあります。
１１９通報を受けると直ちに準備を行い出動しています。しかし、通報を受けて現場に到着
するまで約５～１０分、山間部となると２０分以上かかる場合があります。
　現場に１分でも早く到着し迅速な消火、的確な処置を行うため、正確な情報を伝えていた
だくようお願いします。

火災の場合 救急の場合

１　発生場所の住所を正確に！

　（〇町〇番地〇号、目標物も！）

２　何が燃えているか

　（１階台所のガスコンロが燃え

　　ています！）

３　逃げ遅れやけが人の有無

４　通報者の名前と電話番号

１　発生場所の住所を正確に！

（〇町〇番地〇号、目標物も！）

２　状況を具体的に伝える

（特に意識、呼吸の状態→重要です！）

３　掛かりつけの病院

４　通報者の名前と電話番号

※携帯電話でも１１９通報できますが、一般家庭用電話や公衆電話等で通報された方が発信地の
　特定がしやすく出動が早くできます。



〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
２

０
１

５
TEL  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

２
１

年
６

月
１

１
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
印

　
刷

／
マ

ス
ミ

印
刷

２
０

０
９

６
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芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
、
６
月
10
日
（
水
）
か
ら
、「
星
野
富
弘

作
品
と
詩
画
公
募
展 

～
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
～ 

」
と
題
し
、
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
「
詩
画
作
品
募
集
」
は
、小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、

す
ば
ら
し
い
作
品
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
館
以
来
、
星
野
富
弘
作
品
の
み
展
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
、「
詩
画
公
募
展
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
星
野
富
弘
作
品
と
、

公
募
詩
画
作
品
22
点
を
展
示
し
ま
す
。

イベント  インフォメーション

「ビーチバレーインくまもと」
◆期日　７月１１日（土）、１２日（日）
◆場所　鶴ケ浜海水浴場及びマリンパークビーチ
◆時間　９：００開会式
　　　　９：３０試合開始

２００９

「
星
野
富
弘
作
品
と
詩
画
公
募
展
〜
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
〜
」 

▼
開
催
期
間　

６
月
10
日 

～
９
月
13
日

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

小
・
中
学
生
３
０
０
円

未
就
学
児　

無
料

団
体
割
引
20
名
以
上　

一
般
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
２
６
０
円

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
１
名　

５
割
引
き 

※
障
害
者
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

一
般
（
高
校
生
以
上
）　

２
０
０
０
円　

小
・
中
学
生　

１
２
０
０
円　

16
歳
以
上
の
障
害
者
１
０
０
０
円　

16
歳
未
満
の
障
害
者
６
０
０
円

▼
開
館
時
間　

10
時
～
18
時
（
４
月
～
９
月
）

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時
（
10
月
〜
３
月
）

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

中学生の部優秀賞作品
「人のために生きる花」

市村紅美子（八代市立東陽中）

湯の香ぎゃらりーの
詩画が入れ替わりました

湯浦活性化協議会（宮島澄葊会長）が湯浦
地区の湯まち通りに展示している詩画作品
１００点が入れ替わっています。

両
腕
を
事
故
で
失
っ
た
大
野
勝
彦

さ
ん
（
風
の
丘 

阿
蘇
大
野
勝
彦

美
術
館
館
長
）
の
作
品


